






研究目的 

新生児の種々の中枢神経系障害はしばしば死因につながり,救命し得ても脳障害を遺す。無

酸素性脳障害頭蓋内出血など多くの新生児中枢神経障害には脳浮腫が合併し,脳圧の亢進

を伴い,原病の予後を増悪させている。 

本研究は新生児期の脳浮腫の最も適切な治療法を実験的に検討し,これを臨床に応用する

ことを目的としている。 


